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Bi 系銅酸化物では、STM/STS 実験や X 線散乱実験から擬ギャップ温度以下でチェッカ
ーボード状の電荷秩序の発達が報告され、精力的に研究されているが、その起源については
まだはっきりしていない。La2-xSrxCuO4のアンダードープでは、Zn や Fe などの不純物を
Cuサイトに添加すると、スピンと電荷のストライプ構造がより増強されるという不純物効
果が報告されている。これは Cuサイトの不純物によりストライプがピンニングされるため
と考えられている。今回、Bi2212系において Feを Cuサイトの一部に添加し、電荷秩序と
超伝導に対する不純物効果について調べたので報告する。 
Bi2212の pure試料と Fe添加試料は共に TSFZ法により作製した。Fe添加による Tcの
低下は～10Kであった。また、常伝導状態の磁化率から評価した Fe量は、～1.7%/Cuであ
った。図１に、pure試料と Fe添加試料において測定された STSスペクトルの場所依存性
を示す。pure試料では d波的なギャップが比較的均一に現れているが、Fe添加試料ではス
ペクトルが不均一になり、ギャップ端のピークがブロードでゼロバイアス付近のスペクトル
も回復していることが分かる。当日は、これらの違いについて詳しく議論する。 
 
図 1.  pure試料(左)と Fe添加試料(右)において測定された STSスペクトルの場所依存性 
 
 
